
お台場学園における 児童・生徒の学校生活について 

 

  

 

 

 

 

「チームGB」の残したもの 

校長 大島 一浩 

オリンピック東京大会が終わりました。パラリンピ

ックも５日に終わろうとしています。先月号にも書きま

したが、本校はイギリスの選手団（チーム GB）に学

校施設を提供していました。ブランディングと言うそう

ですが、校舎正面の大きなイギリス国旗風の装飾を

はじめ、校舎内にも様々なポスターやガーランド、ス

テッカーなどが飾られていました。児童・生徒との直

接的な交流ができなかったので、せめてもと思い、

校舎内にあるこれらのブランディングをできるだけ残

してもらいました。玄関ホールは使用当時の雰囲気

が感じられます。図書ゾーンには英国カラーのソファ

やクッションが置かれています。その中で、中学校ア

リーナの壁一面に、チームGBのスローガンを表す大

きなステッカーが残されています。込められた意味は

３つ。 

一つめは「RESPECT（尊敬）」 

選手として、コーチやスタッフ、チームのメンバーは

もちろんのこと、ライバル、相手選手、審判、その競技

が大切にされてきた歴史、練習のできる環境等、

様々なものに対する尊敬を忘れないこと。 

二つめは「RESPONSIBILITY（責任）」 

選手として選ばれたことに対して、責任をもって行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動すること。途中で投げ出したりあきらめたりするこ

となく、最後まで努力を続けること。 

そして、「PERFORMANCE（パフォーマンス）」 

選手として、試合で優れた演技を発揮すること。 

これらのスローガンは、学校でも教育活動の中で、

子どもたちへの指導にあてはまるものばかりです。こ

れも、チーム GB の残してくれたレガシーとして、アリ

ーナのステッカーの意味を、児童・生徒たちに伝えて

いきたいと考えています。 

さて、緊急事態宣言が引き続き延長されています。

港区の学校では、２学期開始直後の児童・生徒一人

一人の状況を確認するため、３日までは午前中授業

を学校で実施し、４日以降は教室での対面授業と自

宅でのオンライン授業を選択できるハイブリッド型の

授業を実施していきます。今までの学校で当たり前

だった、登校して先生とみんな一緒に教室で授業を

受けるというスタイルが変わっていきます。感染症の

拡大を予防しなければならない中、児童・生徒の学

びを止めないためにも、試行錯誤しながら新しい授

業の形を作っていきます。引き続き本校の教育活動

へのご協力をお願いします。 

 令和３年９月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園港陽小・港陽中学校 
〒135-0091 港区台場 1-1-5 

小学校 03-5500-2572 
中学校 03-5500-2575 

【 新学期を迎えて 】 
長かった夏休みが終わり、学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。 

今年も新型コロナウイルス感染症拡大の影響で外出できず、エネルギーの発散が難しくストレスや様々な悩みを抱え、

日々の生活を過ごしているかもしれません。少しの変化も見過ごさず、困ったことは気軽に相談できる環境づくりに今後も

努めて参ります。 

長い休みの後で、学校生活に慣れるまで少し時間がかかるかもしれません。毎年、学期はじめには、体調を崩して保健

室に来室する児童・生徒が多くなります。ご家庭におきましても、「早寝・早起きの規則正しい生活に心がけること」「朝ご

はんを食べてから登校すること」等、ご指導ご協力いただきますようお願い申し上げます。   

             （生活指導主任 内藤 真由子・青山 麻希） 

 

 

 

 

 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月の主な行事】 
１日（水） 始業式 引き渡し訓練（小） １７日（金） 生徒会役員選挙（中学生） 

 下校訓練（中） １８日（土） 道徳地区公開講座  

２日（木） 給食始 ２１日（火）～２２日（水） 中間考査（中学校） 

４日（土） 土曜授業日  離任式 ２４日（金） アカデミー研究授業日 

９日（木） 東京都意識調査（５年） ２７日（月） 中学校体験（６年） 

１０日（金） 東京都意識調査（４年） ２９日（水） クラブ活動（小学校） 

１３日（月） 東京都意識調査（６年）  港区連合体育大会（８年） 

 東京都学力調査（７年） 今後の緊急事態宣言の延長等によっては、 

変更される場合があります。 １６日（木） 水泳記録会（５年・６年） 

  

 ９月１８日（土）に学校運営協議会が行われます。感染症予防対策のため、今回の傍聴は行いません。 

 

【スクールカウンセラー 相談曜日】 

○青木 理惠子 火曜日（小学校）           電話連絡先 

○奥野 典子   金曜日（小・中学校）        ●小学校  03-5500-2572  

○原   由美子 月曜日（中学校）           ●中学校  03-5500-2575 

 

 

５学年より 
  まだまだ暑さが厳しい中、いよいよ 2学期がスタートします。1 学期はさまざまな制約がある中、水泳のめあてに

向かって一生懸命頑張る姿が見られました。「25m泳げるようになる」「平泳ぎを泳げるようになりたい」など、具体

的な目標に向かって集中的に練習する姿から、努力の仕方を学んでいることが分かりました。 

オリンピック・パラリンピックが開催され、今までにない 52日間という長い夏休みでしたが、夏休み中、部活動に

通う子供達の姿を見て、体も心もひとまわり成長していることを感じました。2学期は、総合的な学習の時間で海苔

作りの学習、社会科見学、学習成果発表会など楽しい行事がたくさんあります。一つ一つの行事を学年で協力しな

がらやり遂げることを通して、成長していく姿を見守ってほしいと思います。     （5 年  駒田 直子   内藤 翔太） 

  

放送委員会より 

放送委員会は、学校生活を支える重要な委員会です。 

中学生は、お台場学園の上級生として、学校放送全般に対して責任をもって仕事に取り組んでいます。登校時に

行う朝の放送、朝礼の準備や片付けなど、専門的な知識を生かしながら日々の活動を計画しています。 

小学生は、初めての委員会活動となる５年生や最高学年となった６年生が協力し合いながら取り組んでいます。

朝の放送や昼の放送など、正しい機械操作と聞き取りやすい説明を心掛けて活動しています。 

２学期以降は、中学生によるお昼の放送や学習成果発表会(舞台発表の部)の放送担当などを計画しています。

新しい生活様式の中で、放送委員として何ができるのかを考え、放送委員会一同心をそろえて活動していきたいと

思います。                               （放送委員会  宮﨑 洋平・塚本 早紀・齋藤 たず子・岸田 興治） 

 

 

 

 

                     (中学校            小学校               ) 

特別支援教室の通級及び学習支援員の配置（令和 4年 1学期）の申し込みについて 

小学校・中学校では、特別支援教室「そよかぜ教室」を開室しています。特別支援教室とは、生活面や学習面での

困難を克服・改善するための指導を行うために設けられた教室です。また、通常学級の教室内での一斉指導におい

て、苦手な部分を補うために個別的に支援を行う学習支援員を設置しております。 

現在、これらの支援を受けておらず今後、特別支援教室の通級あるいは、学習支援員の配置を希望される保護者

の方は、９月１８日（土）までに、担任、特別支援コーディネーター、または副校長にご相談ください。 

                           （特別支援教育コーディネーター：鈴木 裕貴子） 

 


